
今日から始まる２学期。この２学期はよく「実りの２学期」と言われます。作物の収穫時期の「実りの

秋」に重ねて、学校生活では学習や学園祭・合唱コンクールなどの大きな行事において、みなさんの力を

発揮する機会が多いからです。先生の家では米を作っています。今は実がつき、稲穂が徐々に下を向き始

めています。稲穂が下を向くということは一つ一つの実が大きく重くなっていくということです。一つ一

つの実を大きくするためには、稲がしっかり根を張り、養分や水分を吸い上げ、太陽の光を浴びて、日々

栄養を作り蓄えなくてはなりません。そんな稲のようにみなさんが実りの秋で力を発揮するためには、そ

れぞれの行事に向けて一生懸命取り組むだけでなく、それを支える１日１日の生活を充実させることが大

切です。まずは学校生活のリズムを取り戻しましょう。そして日々目標を持ちながら生活していってほし

いと思います。 

夏休みに入る前の７月から急増し始めた新型コロナウィルスの感染者は、山梨県では高止まりの状況が

続いています。また、それに伴って濃厚接触者も増えています。学校ではこれまでの基本的な感染対策を

しっかりしながら、教育活動を進めるように計画しています。このような状況なので、感染状況によって

は対応も変えていかなくてはなりませんし、みなさんにも新たに協力してもらうことが出てくると思いま

す。一昨日行われた全国高校野球の決勝で優勝した仙台育英高校の須江監督は、「コロナ禍の中で制限がか

かったり、活動がストップしたりしてもあきらめないで努力できたこと。そしてその努力ができたのは、

自分たちだけではなく全国の野球に携わっている高校生が、感染が広がる中でも頑張ってきたからだ」と

言っていました。全国の舞台まで行きながら出場できなかった選手が出たチームもありました。努力が必

ずしも報われるわけではありませんが、それでもあきらめることなく継続した努力をしなければ、その頂

点に仙台育英高校が立つことはできず、初めて白河の関を越えて東北地方に優勝旗をもたらすこともでき

なかったはずです。舞台は違いますが、皆さんもコロナ禍の生活がこれからも続き、不自由なことや不安なことが出
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２学期スタート 
３４日間の夏休みを終え、８月２４日に２学期がスタートしました。県内でも新型コロ

ナウィルス感染症の感染者が高止まりしている状況の中なので、本校の生徒の中にも感染

してしまったり濃厚接触者になってしまったりして登校できない人もいましたが、ほとん

どの生徒が元気に登校し、また学校に生徒たちの元気な声が戻ってきました。 

始業式では、１年生竹内蒼翔さん、２年生米山未空さん、３年生武藤瑞生さんが、それ

ぞれ学年を代表して２学期の抱負を発表しました。３人とも２学期に力を入れたいことと

して、学習や学園祭などの学校行事を挙げていました。特に学園祭について、１年生は初

めての取組を楽しみにしていると、２年生

は昨年の経験をいかしたいと、そして３年

生は最後の学園祭になるので最高のもの

にしたいと発表していました。 

２学期の抱負を発表した３人だけでな

く、全校生徒一人ひとりが目標の実現に向

けて頑張ってほしいと思います。 

  昨年度３年学年劇『ヒロシマ』より 

＊始業式における学校長のあいさつ（一部抜粋） 

日日新 
令和４年度 

Ｎｏ６ 

Ｒ４.８.２６ 

 

南アルプス市立小中一貫校八田小中学校 

南アルプス市立八田中学校 



しも報われるわけではありませんが、それでもあきらめることなく継続した努力をしなければ、その頂点

に仙台育英高校が立つことはできず、初めて白河の関を越えて東北地方に優勝旗をもたらすこともできな

かったはずです。舞台は違いますが、皆さんもコロナ禍の生活がこれからも続き、不自由なことや不安な

ことが出てきます。それは多少の違いがあっても全国どこの中学生も同じ状況です。そしてその状況の中

でどこの中学生もみんな頑張っているはずです。コロナの影響で不安な生活が続きますが、皆さんもぜひ

目標に向かって努力を継続してください。そして一人ひとりのすばらしい力を合わせ、充実した２学期に

していきましょう。 

 

防災訓練・地区別集団下校を実施 
９月１日の防災の日を前に、防災訓練と地区別集団下校

を８月２４日の始業式の日に行いました。 

当日は南海トラフ地震が発生したことを想定して避難訓

練を実施しました。訓練のための訓練にならないよう、け

が人が出たことを想定したり、火災が発生したことを想定

したりして実施しました。 

 災害はいつ自分たちに降りかかってくるかわからないの

で、「自分の身は自分で守るという『自助』の力も大切だ」と言われています。万が一災害

に遭遇した時には、今回の訓練を通して得た知識を生かして、適切な判断、適切な行動を

とってほしいと思います。また、地域においては

『共助』の力も求められます。社会の一員として、

中学生にもできることがあります。そのような時

には、ぜひ率先して行動できるようにしてもらい

たいと思います。 

 

 

夏休み中の大会結果より 
第７３回山梨県中学校総合体育大会 

水泳競技の部 男子２００ｍ個人メドレー 第３位 柏岡 瑶人 

陸上競技の部 共通男子砲丸投げ     第３位 深澤 明生 

２年男子１１０ｍＨ    第１位 杉山 彩斗 

山梨県吹奏楽コンクール 銅賞 

 

新たに赴任した先生の紹介 
産休に入られた佐野久枝先生の代替として、２学期より生山 静（おいやましずか）先

生が勤務しています。生山先生は、全学年の体育の授業と特別支援学級の授業も一部担当

します。なお、佐野先生が担当していた理科の授業は、望月先生が担当します。 

年度の途中での交代になりますが、生徒の皆さんも早く慣れるようにしてください。 

 


